
 

平成３０年度 地域貢献事業活動報告書 

１事業名称 書写指導実技講習会  

２事業推進者等  （責任者職名・氏名）教授・ 押木秀樹 

３学外の連携機関等  （連携機関等名）  上越国語教育連絡協議会  

（担当者職名・氏名）書写部会長・清水陽一郎（能生中学校教頭）  

 

４事業の趣旨・目的  

 

国語科書写教育は、単なる手本の模倣という時期から、学習要素を

明確にし、児童・生徒の文字を生かす指導へと移り変わっている。こ

の段階においても、教師の書写技能および評価能力（朱筆添削等を含

む）の高さは、学習者の意欲面および学習効果の点で重要な意味を持

つと考えられる。  

 本講習会では、本学学生および上越地域の小中学校教員を対象と

し、上越国語教育連絡協議会書写部会との共催により、教師の書写実

技能力の向上を図ろうとするものである。  

 

５事業活動報告  

 

下記の通り、実施した。参加者数は、上越地区の小学校教員 21 名、

中学校教員 12 名、特別支援学校教員 1 名の計 34 名であった。  

日時 平成 30 年 7 月 25 日（水） 13:20-16:30 

場所 上越市教育会館 大会議室  

日程 13:30- 理論「書写学習の考え方として―新学習指導要領に  

おける書写など―」 押木秀樹（本学）  

14:10- 実技 

     小学校 3 年 月岡優子先生 

4 年 笹川年子先生 

        5 年 市村康子先生 

6 年 小林幸恵・木村範子先生 

     中学校 阿部浩・小林由希子・朝妻幸月先生 

16:20- 講評・閉会 

 

６本事業で得られた  

成果 

 

理論と実技のバランスを大切にしつつ、講師が書くところを見る、

また参加する教師の皆さんが実際に書くという点を重視している。ま

た講師を中堅クラスの教諭が担当することで、すぐに生かせる内容で

あったといった評価が感想として得られている。  

なお本学講 202 教室は、地域で唯一の書写実技がおこないやすい大

教室であり、従来同教室を使用して実施してきた。しかし、今年度も

実施日の関係から使用することができず、上越市教育会館を会場とし

た。実施日は、現場の先生方の日程からある程度絞られることから、

来年度以降、慎重に計画していく必要がある。 

なお、学内での周知が十分できず、学内からの参加者がなかった。

改善したい。  

７その他（成果物等の名称） （講習会資料）  









書写学習の考え方として

「常用漢字表の字体・字形に関する指針（報告）」

「新学習指導要領」

書写に求められる学力

学習内容と方法

上越教育大学 人文社会教育学系

言語系（国語） 教授 押木秀樹

「書くこと」の変化

名前を書く

小説を書く

どんな姿が浮かびますか？

現在の姿

40年前の姿

「書く」
40年の変化

4000年近い歴史の中で

 何も対応しなくて良いのだろうか？
 100年後 1000年後のために
 誰が？ （会議室？ 現場？）
 何をすべきか？

子どもたち：

「字を書くの
大好き」

改訂常用漢字表では/平成２２年６月７日文化審議会答申

（１）改定常用漢字表作成の経緯

漢字を手で書くことをどのように位置付けるかについては，情
報機器の利用が一般化する中で、早急に整理すべき課題であ
る。その場合（中略）「漢字の習得及び運用面とのかかわり，
手書き自体が大切な文化であるという二つの面から整理して
いく」必要がある。

（略）効率性が優先される実用の世界は別として，＜手で書く
ということは日本の文化としても極めて大切なものである＞と
いう考え方を社会全体に普及していくことが重要である。

昭和５６年に制定された常用漢字表が近年の情報機器の広
範な普及を想定せずに作成されたものであることから，「漢字
使用の目安」としては見直しが必要である～

報告されたものとして

「常用漢字表の字体・字形に関する
指針（報告）」

文化審議会国語分科会

平成28年2月２９日

http://www.bunka.go.jp/seisaku/bunkashingi
kai/kokugo/hokoku/pdf/jitai_jikei_shishin.pdf
三省堂 2400円（税別）

※以下，「指針」と略称

字形比較表について 2136字種

 常用漢字表に用いられる明朝体

 デザイン差のある明朝体

 ゴシック体

 ユニバーサルデザインフォント

 教科書体 ＋ 手書き文字の字形の例

反応（一般論として）  指針がでたことで「とめ」や「はね」など
の採点が，甘くなるのではないか。甘く
しなければならないのではないか。

 これまで，漢字は必要以上に厳しく採
点されてきたのではないか。

 漢字学習の評価を甘くすることは，漢字
文化の衰退を招くのではないか。

 漢字指導・書写指導の考え方が，画一
的すぎたのではないか。

漢字の採点を変えなけ
ればならないのか？

なぜ、とめ・はねなど※にこだわるのか？
こだわる必要は、ない！
こだわるべきである！

※終筆特徴（とめ・はね・はらい）、送筆特徴（形状）
位置関係（間隔・接し方・交わり方）、大きさの関係（長さなど）

→原則からは、
理解できていれば、
問題ないはず！

 なぜ両方の意見
がでるのだろう？

 おうちの方や一
般の方の意見に
どう答えるか？
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漢字学習が求める学力と
指針が示そうとしているもの

※漢字の学習内容： 形状 ・読み方 ・意味や用法

字体 字形

正 誤 指針が示そうとしているのはこの範囲

 文字を文字として成り
立たせている骨組み

 文字の細部に違いが
あっても，字体の枠組
みから外れていなけ
れば，その文字として
認められる。

 字体が具体化され，実
際に表された一つ一つ
の字の形

 字形は，手書きされた
文字の数だけ，印刷文
字の種類だけ，存在す
る

字体の正誤 について

常用漢字表および指針
が示そうとする範囲
常用漢字表

および指針が

示そうとする範囲

正である範囲で等価

批判・問題化：

独自の判断で 正誤の
規準を設けようとする行為

学校教育で求める学力

「読めればいいじゃん」「間違っていなければ
どんな字でもいいでしょ」？

↑↓
文字を用いたコミュニケーションが円滑に行
えるよう適切に書ける能力

正しい 「字体」で書ける

望ましい「字形」で書ける
 「文字を正しく整えて書くことができるようにする」「読みやすく

速く書くこと」「効果的に文字を書くこと」（平成29年学習指導要
領より）

字形の望ましさについて

正である範囲にも差

「望ましい字形」
「より良い字形」

への こだわり

※正である範囲に別の規準を設けようとするものではない。

字体と字形 漢字学習と書写学習

漢字学習：
 正しい字体で書けること

 字形を参照

 正誤の判断は字形による

書写学習：
 望ましい字形で

書けること

 正しい字体であ
ることが前提

押さえておくべき課題

どうして、多様性を
認めるのか？

望ましさの根拠、
より良い字形の
条件は何か？
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望ましい字形、より良い字形とは？
手本そっくりに書かせることか？

 丁寧か雑か

 うまい下手

 達筆？

 整っているか

 美しいかどうか

 芸術的か、個性的か

国語の学力としては

読みやすい

書きやすい

覚えやすい

読みやすい字形のために

見慣れた字形と
近い特徴

※ ↑ 画一的である方向性も間違いではないが、 ↑ そうでない方向性も

書写の学習内容
（⇔手本の模倣）

点画の長さ・画と画との
間隔・終筆特徴

整斉さと

識別要素の明確さ

書きやすさのために

左右の払いと機能

左：右回りの回転動作の機能性

右：波磔を起源とする装飾的要素
→書きやすさのための省略

はねの意味

上下動・水平動が同時の場合
→書きやすさのために発生

化：波磔を起源とする装飾的要素

整斉な字形のための接し方と動作
 読みやすさと，書きやすさの両面が関わる例

終筆特徴：空中での動作に影響

終筆特徴 と 空中での動作

「とめ、はね、はらい」

 「はね」などの終筆部の特徴は、字を書く際の空中
での動作に関わる特徴である。

覚えやすさのために １

発達段階に即した指導

小学校低学年の児童に対して
とめ や はねなどの細かい指導が負担を増している？

 「ここはとめてもはねてもいいけれど，ここは必ずとめること」 は
ありか？

 細かな指導や一定の字形の指導は学習負担となるように
思われがちだが、、

 学習を非効率的にしてしまう危険性
 どこが許されるところでどこが許されないところかといっ

た判断に迷いかねない
 適切な字形に絞って指導することは，発達段階によって学

びやすい，覚えやすい方法である

覚えやすさのために ２
字形特徴

左右いずれを好ましいと感じる？

左右とも、整った読みやすい字形

 意外と「一画強調」が知られていない。

左の列：横画の長さが皆異なる

右の列：同じ長さで一画のみ長い
 「三」「王」程度であれば、左のやり方で整えること

は難しくないと思われるが、「書」のようになると、ど
の横画をどの程度の長さで書くかは難しい。
 下段の「春」という字にも応用できる

 中段左：印刷用フォント

 中段右：歐陽詢・虞世南。
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国語科書写の目的（解釈）
何ができるようになるか。

（正しく、整えることで）

読みやすい字を

目的や必要に応じて＜効果的に＞

適切な速さで＜速く＞ 書く能力の育成

※ 硬筆＋（小３～）毛筆

すべての

手で書くことを、

楽しく、気持ちよく

できるように！

ぼくの書いたの見て！

わたしの書いたの読んで！

書写の学習の概略

何を学ぶか？

姿勢・持ち方（硬筆・毛筆）

点画・筆圧などの動作（硬筆・毛筆）

筆順（空中での動作を決定）・点画のつながり

字形文字として

配列配置（大きさ・行・字配り）文字群として

書式（ノート・記録・掲示・手紙・・のし袋）

速度能力として・目的に応じて

目的に応じ、効果的に書くこと

多様な文字への関心

書写の学習の概略
どう学ぶか？

主となる発問を、どちらでいくか！？



三
と
い
う
字
を
、

う
ま
く
書
く
に
は
、

ど
う
し
た
ら

よ
い
で
し
ょ
う
か
？



「
三
」
と
い
う
字
を
使
っ
て
、

ど
ん
な
整
え
方
が

学
習
で
き
る
で
し
ょ
う
？

発問：「三」をうまくかくには？

姿勢・持ち方

点画・筆圧などの動作

横画
始筆

送筆：曲直

終筆：止め

字形

長さ

間隔

方向

配置・字配り

目標：「三」と
いう字を整
えて書く ？

教材の考え方

細かく学んで

広く応用

目標：横画
のすき間を
等しくする


これならできる！

わかりやすい

動作として容易


勉強してよかった

汎用性

上国連書き初めの重要性

長さ

間隔

角度

接し方

交わり方
部分からなる字

認
定
基
準
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